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ま
っ
た
く
偶
然
に
タ
イ
の
徐
名
義
氏
と
知
人
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
宗
両
が
最
も
困
難
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
幸
運
で
あ
っ
た
。
 
 

「
旅
泰
徐
氏
宗
親
総
会
」
の
紀
念
特
刊
編
集
会
議
が
あ
り
、
編
輯
方
針
を
決
め
る
た
め
幹
部
が
集
る
と
い
う
の
で
、
そ
の
日
に
案
内
し
て
 
 

も
ら
う
。
バ
ン
コ
ク
側
か
ら
ク
ル
ソ
テ
ー
プ
橋
で
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
を
渡
り
、
ク
ー
ク
ス
ィ
ソ
通
り
を
サ
ム
ッ
ト
ソ
ン
ク
ラ
ム
の
方
向
へ
 
 

南
下
す
る
。
か
な
り
郊
外
へ
出
た
と
こ
ろ
で
、
い
き
な
り
通
り
に
面
し
て
徐
氏
宗
両
の
「
東
海
堂
」
が
あ
っ
た
。
大
門
の
内
側
に
広
い
庭
 
 

を
も
ち
正
堂
は
三
間
か
ら
な
り
、
正
面
の
院
額
ほ
徐
換
章
筆
の
「
東
海
堂
」
、
こ
こ
の
正
面
に
先
祖
の
神
位
が
あ
っ
て
左
右
に
古
い
一
族
、
 
 

旅泰徐氏東海堂正庶  

左
は
「
明
徳
惟
馨
」
右
に
ほ
「
慎
終
追
遠
」
の
扁
額
が
あ
り
、
近
い
先
祖
の
神
位
が
並
 
 

べ
祀
ら
れ
て
い
る
。
正
面
は
各
房
祖
十
七
と
そ
の
他
約
八
〇
〇
、
左
は
約
五
六
〇
、
右
 
 

は
約
六
〇
〇
あ
り
、
タ
イ
在
住
の
徐
氏
を
網
羅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
旅
泰
徐
氏
宗
親
総
会
」
ほ
、
一
九
六
四
年
九
月
一
日
に
徐
啓
山
を
総
幹
事
と
し
て
 
 

設
立
さ
れ
た
。
軟
橋
萱
壁
燵
吻
の
斜
対
面
の
新
築
二
間
の
塗
庫
、
門
牌
九
六
か
ら
九
八
 
 

が
会
址
で
あ
る
。
十
月
二
十
四
日
に
内
装
が
完
成
し
た
の
で
孔
堤
か
ら
移
転
し
た
。
十
 
 

月
十
九
日
に
来
賓
と
内
地
各
聯
絡
処
か
ら
の
代
表
が
集
り
、
京
南
警
総
巡
掟
拉
投
少
将
 
 

に
よ
っ
て
テ
ー
プ
・
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
新
会
址
落
成
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。
 
 
 

翌
年
六
月
六
日
建
両
準
備
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
一
九
六
九
年
現
在
地
に
新
築
さ
れ
 
 

た
。
材
料
は
瓦
に
至
る
ま
で
す
べ
て
大
陸
か
ら
運
ん
で
き
た
。
そ
の
後
毎
年
十
二
月
十
 
 

八
日
に
会
員
大
会
と
宗
親
懇
親
会
を
開
き
、
潮
劇
団
（
青
嚢
玉
楼
春
班
）
 
に
助
興
演
出
 
 

を
さ
せ
る
。
劇
団
は
長
期
契
約
で
、
毎
年
変
る
こ
と
は
な
い
。
劇
団
を
招
く
の
ほ
こ
の
 
 
 



時
だ
け
で
、
年
に
一
回
で
あ
る
と
い
う
。
 
 
 

い
ず
れ
の
氏
も
、
先
祖
ほ
中
国
の
開
聞
に
求
め
て
い
る
が
、
徐
氏
の
場
合
も
、
萬
の
治
水
に
協
力
し
た
虞
官
の
伯
益
を
先
祖
と
す
る
。
 
 

伯
益
の
千
若
木
を
夏
は
徐
（
徐
城
県
は
山
東
省
の
南
部
）
 
に
封
じ
た
の
で
、
こ
れ
を
氏
と
し
た
。
降
っ
て
周
の
穆
王
は
犬
戎
の
討
伐
、
八
 
 

匹
の
駿
馬
を
得
て
西
土
漫
遊
な
ど
の
浪
費
に
よ
り
、
人
心
ほ
穆
王
を
離
れ
て
同
時
代
の
徐
僧
王
に
集
り
、
僧
王
の
勢
力
は
東
海
に
及
ん
 
 

だ
。
徐
氏
が
岡
堂
に
「
東
海
堂
」
と
命
名
す
る
の
は
、
こ
れ
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
徐
氏
宗
同
に
徐
僧
王
の
肖
像
画
が
掲
げ
て
あ
っ
た
 
 

が
、
直
接
の
始
祖
と
し
て
尊
崇
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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波田須の徐福の墓  

秦
の
始
皇
帝
の
命
令
を
う
け
、
百
人
の
童
男
童
女
を
ひ
き
 
 

つ
れ
て
日
本
へ
渡
っ
た
徐
福
も
、
徐
氏
古
代
の
英
傑
の
一
人
 
 

で
あ
り
、
日
本
の
「
熊
野
県
」
に
上
陸
し
た
と
い
う
。
確
か
 
 

に
熊
野
に
徐
福
の
墓
が
あ
り
、
近
隣
の
人
々
に
よ
っ
て
保
存
 
 

さ
れ
て
い
る
が
、
話
の
合
間
に
日
本
人
は
神
武
天
皇
か
臣
下
 
 

の
子
孫
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
肯
定
し
た
と
こ
ろ
、
香
港
の
 
 

衛
挺
生
教
授
な
る
人
に
、
神
武
天
皇
は
徐
福
で
あ
る
と
い
う
 
 

著
書
が
あ
る
の
で
、
従
っ
て
「
君
は
我
が
一
族
で
あ
る
」
と
 
 

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
親
近
感
を
示
さ
 
 

れ
た
の
は
、
妙
な
成
り
ゆ
き
で
あ
る
。
 
 

そ
の
上
、
「
日
本
人
第
二
次
南
進
的
時
期
、
我
住
在
寮
 
 

三
 
 
 



国
、
春
国
小
、
賊
心
大
」
と
い
う
。
こ
の
文
脈
ほ
後
者
の
「
春
国
」
は
日
本
を
拒
す
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
技
術
の
進
歩
を
盛
ん
に
ロ
に
 
 

し
た
の
も
、
精
神
の
方
ほ
信
じ
て
い
な
い
と
い
う
意
志
表
示
と
思
わ
れ
る
（
こ
の
場
で
ほ
、
日
本
の
高
校
教
科
書
の
「
進
出
」
「
侵
略
」
問
 
 

題
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
）
。
 
 

伯
益
と
徐
福
ほ
体
制
協
力
者
と
反
体
制
の
士
と
見
て
い
る
よ
う
で
、
協
力
者
と
し
て
の
祖
に
、
李
世
民
を
補
佐
し
た
徐
成
、
朱
元
嘩
を
 
 

補
佐
し
た
徐
達
を
あ
げ
、
反
体
制
派
と
し
て
、
武
則
天
に
対
す
る
徐
敬
業
、
蒙
古
に
抵
抗
し
た
徐
寿
輝
、
反
満
の
志
士
徐
錫
麟
の
名
を
挙
 
 

げ
、
そ
の
両
派
に
属
さ
ぬ
隠
士
と
し
て
、
後
漢
の
徐
稗
と
明
の
徐
紡
を
あ
げ
、
両
派
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
た
せ
て
い
た
。
な
お
徐
稗
は
郭
林
 
 

宗
に
よ
っ
て
「
南
州
高
士
徐
碍
子
」
と
称
さ
れ
た
の
で
、
江
南
一
帯
の
徐
氏
ほ
堂
名
を
「
高
士
堂
」
と
す
る
と
い
う
。
 
 
 

学
者
で
は
「
易
」
を
伝
え
た
漠
の
徐
宣
、
徐
憲
、
徐
防
の
祖
孫
三
代
、
北
宋
の
「
説
文
」
学
の
徐
鉱
、
徐
辟
兄
弟
、
西
学
に
通
じ
た
明
 
 

の
徐
光
啓
、
医
学
で
は
唐
の
徐
大
椿
、
画
家
で
ほ
宋
の
徐
願
と
徐
崇
嗣
。
書
家
で
は
清
の
徐
坊
。
文
学
で
は
前
漠
の
徐
楽
、
後
漠
建
安
七
 
 

千
の
一
人
徐
幹
、
南
朝
の
徐
陵
、
明
は
「
呉
中
四
才
子
」
の
一
人
徐
禎
卿
、
近
く
ほ
徐
志
摩
p
旅
行
家
に
『
徐
霞
客
遊
記
』
の
徐
宏
祖
。
 
 

女
流
で
は
漠
代
の
徐
淑
、
梁
の
元
帝
の
寵
妃
で
あ
っ
た
徐
妃
と
際
限
が
な
い
。
歴
代
名
人
を
祖
に
も
つ
（
と
い
う
）
自
負
と
尊
崇
の
念
の
 
 

現
わ
れ
で
あ
ろ
う
う
。
こ
れ
ら
は
会
議
の
間
に
岡
堂
を
参
観
し
な
が
ら
、
管
理
者
と
の
間
で
話
し
た
こ
と
で
あ
る
。
会
議
が
終
っ
て
徐
名
 
 

義
氏
に
、
直
接
の
祖
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
 
 
 

宋
末
に
元
軍
が
長
江
を
渡
っ
て
南
下
し
た
の
で
、
江
西
の
寧
都
か
ら
徐
一
郎
ほ
福
建
の
上
杭
へ
、
弟
の
二
郎
ほ
連
城
へ
避
難
し
、
そ
の
 
 

子
孫
ほ
、
そ
れ
ぞ
れ
長
楽
、
帰
善
と
豊
順
、
湯
坑
、
松
源
へ
移
住
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
二
系
統
が
開
・
卑
の
徐
氏
の
先
祖
で
あ
る
と
い
 
 

う
。
徐
一
郎
、
二
郎
と
徐
姓
の
名
士
と
の
関
係
は
ほ
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
れ
が
真
相
に
近
い
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

徐
氏
宗
親
総
会
ほ
、
タ
イ
国
内
各
地
に
聯
絡
処
を
も
っ
て
い
る
。
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冒
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簡
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a
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k
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r
i
k
F
u
n
）
 
 
 

籍
貫
は
少
数
の
福
建
、
海
南
島
、
一
人
の
泰
籍
を
除
い
て
は
、
会
員
は
す
べ
て
広
東
省
出
身
で
あ
り
、
豊
順
県
出
身
が
圧
倒
的
に
多
 
 
 

ヽ
 
0
 
 

．
t
V
 
 
 

徐
名
義
氏
も
豊
順
県
出
身
で
十
九
歳
ま
で
大
陸
で
育
ち
、
タ
イ
へ
移
住
し
た
。
こ
と
ば
は
客
家
語
を
常
用
す
る
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
 
 

も
、
幹
部
と
食
事
を
し
た
際
、
最
初
の
話
題
提
供
者
が
広
東
語
で
話
せ
ば
、
全
員
広
東
語
で
応
じ
、
客
家
語
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
 
 

徐
氏
は
広
東
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
母
親
ほ
、
客
家
、
潮
州
、
関
南
、
海
南
島
の
場
合
が
あ
り
、
幼
年
時
代
は
母
親
の
こ
と
ば
で
育
 
 

ち
、
仲
間
の
会
話
も
ま
ち
ま
ち
の
こ
と
ば
を
使
う
の
で
、
ど
れ
に
も
精
通
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
悩
み
は
「
現
奉
国
政
府
 
 

不
許
可
讃
華
文
、
一
般
華
僑
子
弟
不
識
華
文
、
他
讃
泰
文
」
と
い
う
状
態
で
、
若
い
世
代
が
中
国
離
れ
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
タ
イ
 
 

の
タ
イ
同
化
政
策
が
、
、
中
国
系
タ
イ
人
の
同
化
に
成
功
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
タ
イ
氏
名
を
も
っ
て
お
り
、
公
式
に
 
 

は
タ
イ
名
、
私
的
に
は
中
国
名
を
使
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
会
館
へ
行
け
ば
、
い
ず
れ
も
中
国
名
を
常
用
し
て
い
る
が
、
名
刺
に
は
タ
 
 

イ
名
併
記
の
場
合
が
多
い
。
 
 

東
南
ア
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人
社
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伝
統
芸
能
 
 

五   



ロ
ほ
ど
離
れ
た
所
へ
墓
地
を
建
設
し
て
い
る
。
中
国
人
に
と
っ
て
墓
地
の
も
つ
意
味
は
大
き
い
。
マ
ラ
ッ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
開
拓
の
際
 
 

も
、
ま
ず
墓
地
を
確
保
し
、
船
員
や
労
働
者
に
死
後
の
安
住
の
地
を
保
障
し
て
、
入
港
す
る
船
か
ら
一
種
の
税
金
を
徴
収
し
た
。
 
 

マ
ラ
ッ
カ
の
埋
立
て
に
中
国
人
墓
地
で
あ
る
三
保
山
を
取
り
く
ず
す
政
府
決
定
が
、
一
九
八
四
年
の
調
査
時
期
に
な
さ
れ
、
中
国
系
マ
 
 

レ
ー
シ
ア
人
の
憤
激
を
買
っ
て
政
治
問
題
化
し
て
い
た
が
、
逆
に
タ
イ
人
ほ
墓
地
を
も
た
ぬ
よ
う
で
、
タ
イ
名
を
名
乗
っ
て
い
て
も
、
基
 
 

地
の
有
無
で
中
国
人
が
識
別
で
き
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
か
否
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
。
）
 
 
 

徐
氏
宗
親
総
会
は
、
H
福
利
部
、
目
康
楽
部
、
臼
会
員
部
、
西
文
教
部
、
㈲
調
解
部
に
分
け
て
活
動
し
て
い
る
。
 
 
 

会
員
部
 
会
費
の
徴
収
と
会
員
の
動
静
の
把
握
・
連
絡
。
 
 
 

福
利
部
 
会
員
の
災
害
援
助
、
慶
事
、
喪
礼
、
建
設
と
職
業
紹
介
等
。
 
 
 

東
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（
こ
の
悩
み
を
小
説
に
し
た
の
が
、
『
タ
イ
か
ら
の
手
紙
』
で
 
 

あ
る
。
タ
イ
で
生
れ
、
タ
イ
語
で
育
っ
た
子
供
に
、
ま
だ
見
ぬ
祖
 
 

国
を
自
覚
さ
せ
る
の
は
困
難
と
み
え
、
二
世
、
三
世
と
代
を
重
ね
 
 

る
と
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
失
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
宗
両
、
 
 

会
館
の
も
つ
比
重
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
比
較
し
 
 

て
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
 

ン
ブ
リ
王
朝
時
代
に
バ
ン
コ
ク
側
に
作
ら
れ
て
い
た
墓
地
の
移
転
 
 

が
、
現
在
課
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
移
葬
に
は
会
館
が
 
 

援
助
し
、
困
難
な
人
に
は
融
資
を
し
て
バ
ン
コ
ク
か
ら
一
〇
〇
キ
 
 



文
教
部
 
学
校
経
営
、
子
女
の
文
化
水
準
向
上
、
奨
学
金
の
募
集
、
貧
困
子
女
の
成
績
優
良
老
援
助
。
 
 
 

康
楽
部
 
娯
楽
と
体
育
の
二
組
に
分
け
、
国
共
、
歌
唱
、
戯
劇
、
球
隊
等
の
奨
励
。
 
 
 

調
解
部
 
会
員
相
互
あ
る
い
は
会
員
外
と
の
紛
争
の
調
停
。
 
 
 

以
上
五
部
の
内
、
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
福
利
事
業
で
、
典
礼
と
建
設
の
二
組
を
置
き
、
財
源
は
、
H
会
費
の
福
利
金
、
0
宗
親
 
 

特
別
楽
助
金
、
白
会
員
の
慶
弔
楽
助
金
、
飼
遊
芸
主
催
収
益
金
に
求
め
、
典
礼
組
は
、
H
会
員
及
び
家
族
の
喪
儀
費
用
の
援
助
。
⇔
会
員
 
 

の
慶
事
へ
の
祝
儀
。
白
粉
争
時
の
調
停
（
調
解
部
業
務
が
福
利
細
則
中
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
事
件
の
大
小
、
会
員
内
外
で
分
 
 

け
る
の
か
も
し
れ
な
い
）
、
飼
会
員
が
出
国
す
る
際
必
要
な
会
員
証
明
書
の
発
行
、
あ
る
い
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
、
出
国
手
続
代
行
。
 
 

飼
老
齢
で
家
族
の
な
い
場
合
の
援
助
。
内
失
業
し
た
際
の
就
職
斡
旋
。
建
設
組
は
、
宗
伺
、
山
荘
（
墓
地
）
、
学
校
、
病
院
等
の
慈
善
事
 
 

業
に
対
す
る
援
助
を
す
る
と
、
「
章
程
」
 
「
細
則
」
 
「
実
施
細
則
」
を
と
く
に
定
め
て
い
る
。
 
 
 

徐
氏
宗
親
総
会
は
、
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
広
東
省
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
主
要
な
職
業
は
製
造
業
で
あ
り
、
最
も
盛
ん
な
の
は
 
 

紡
績
業
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
に
附
随
す
る
染
色
、
既
製
服
、
男
女
下
着
。
金
属
関
係
で
鍍
金
、
窓
枠
サ
ッ
シ
、
食
器
、
バ
ケ
ツ
、
自
動
 
 

車
部
品
。
家
具
。
皮
革
製
品
な
ど
で
、
商
店
、
貿
易
業
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
 
 
 

旅
泰
徐
氏
宗
親
総
会
は
、
栄
誉
会
員
四
七
人
、
永
遠
会
員
四
二
五
人
、
普
通
会
員
七
四
〇
人
、
合
せ
て
一
、
二
一
二
人
（
一
九
六
五
年
 
 

現
在
）
 
の
比
較
的
小
組
織
で
あ
る
上
、
出
身
地
も
限
ら
れ
創
設
し
て
日
も
浅
い
の
で
、
他
の
徐
氏
宗
親
会
と
の
連
繋
も
進
ん
で
い
な
い
と
 
 

の
こ
と
で
あ
り
、
会
の
成
立
時
に
は
、
香
港
徐
氏
宗
親
会
と
の
み
連
絡
が
と
れ
た
と
い
う
。
 
 
 

香
港
徐
氏
宗
親
会
は
一
九
五
九
年
五
月
に
設
立
準
備
会
が
作
ら
れ
、
翌
六
〇
年
十
一
月
二
九
日
に
香
港
政
庁
の
批
准
を
得
、
六
一
年
三
 
 

月
十
五
日
に
春
節
の
懇
親
会
を
兼
ね
て
第
一
回
の
会
員
募
集
総
会
を
開
き
、
十
月
二
九
日
に
選
挙
委
員
会
を
設
け
、
十
二
月
九
日
に
開
票
 
 

東
南
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ア
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し
て
、
理
事
、
監
事
を
選
出
し
全
章
を
定
め
て
発
足
し
た
。
十
二
月
十
六
日
互
選
に
よ
っ
て
会
長
、
副
会
長
、
理
事
長
、
副
理
事
長
、
総
 
 

務
、
財
務
、
文
教
、
福
利
、
交
際
、
婦
女
、
秘
書
、
理
事
、
監
事
長
、
副
監
事
長
、
監
事
、
監
察
、
槽
核
、
顧
問
等
の
分
担
老
を
定
め
、
 
 

六
二
年
二
月
二
四
日
に
設
立
総
会
・
盛
大
な
祝
宴
を
開
き
、
参
加
会
員
数
は
六
〇
〇
名
を
越
え
た
。
六
二
重
五
月
二
日
に
改
新
富
街
 
 

（
P
e
r
c
i
責
－
S
t
．
）
の
宝
明
大
度
九
楼
に
永
久
会
所
を
購
入
し
、
六
五
年
二
月
か
ら
本
格
的
な
会
務
活
動
を
開
始
し
た
。
現
在
相
互
に
連
絡
 
 

を
と
り
交
流
し
て
い
る
と
い
う
。
 
 

⇔
 
ペ
ナ
ン
の
王
氏
大
原
堂
 
 

ペ
ナ
ン
島
の
ペ
ナ
ン
・
ロ
ー
ド
に
、
規
模
の
大
き
い
大
原
王
氏
の
祖
廟
が
あ
る
。
王
氏
は
ペ
ナ
ン
開
拓
の
福
建
四
姓
（
邦
氏
、
陳
氏
、
 
 

謝
氏
、
楊
氏
）
広
東
一
姓
（
林
氏
）
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
大
原
の
王
氏
と
い
え
ば
唐
の
五
姓
の
一
で
、
名
門
で
あ
る
。
折
か
ら
大
学
卒
 
 

業
の
一
族
の
子
弟
を
迎
え
て
真
礼
を
行
っ
て
い
た
の
で
参
観
し
た
。
 
 
 

現
在
の
宗
伺
は
、
光
緒
二
十
一
年
（
一
八
九
五
）
王
漠
鼎
・
漢
宗
・
漠
寿
三
兄
弟
の
撞
唱
で
ま
ず
正
堂
の
創
建
が
計
画
さ
れ
、
本
国
か
 
 

ら
材
料
と
建
築
家
が
招
か
れ
て
光
緒
二
十
六
年
（
一
九
〇
〇
）
に
完
成
し
、
会
館
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
た
。
一
九
一
六
年
改
修
を
行
 
 

っ
た
際
左
翼
の
棟
を
。
一
九
五
一
年
の
改
修
で
右
翼
の
棟
と
周
囲
の
聴
壁
を
作
り
、
廟
前
の
広
場
の
整
備
が
行
わ
れ
、
現
在
の
偉
容
を
誇
 
 

る
よ
う
に
な
っ
た
。
正
堂
の
神
轟
に
は
開
祖
の
神
位
が
祀
ら
れ
、
左
右
の
両
轟
に
も
祖
宗
の
神
位
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
タ
イ
 
 

の
徐
氏
「
東
海
堂
」
に
比
べ
て
遥
か
に
少
い
。
 
 
 

始
祖
を
黄
帝
と
す
る
の
は
漢
民
族
の
常
で
あ
る
が
、
軒
撞
か
ら
姫
姓
、
姫
姓
か
ら
出
た
周
の
太
子
晋
（
前
五
六
五
－
前
五
四
九
）
の
独
 
 

子
宗
敬
が
、
敦
仕
の
後
大
原
に
隠
棲
し
、
姫
姓
を
捨
て
て
王
姓
を
名
の
り
「
王
者
の
子
孫
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
れ
を
大
原
王
氏
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の
開
祖
と
す
る
が
、
父
の
晋
が
天
折
し
た
の
を
悼
み
尊
ん
で
晋
を
始
祖
の
位
置
に
据
え
て
い
る
。
一
部
の
王
氏
で
は
、
晋
の
字
が
子
喬
な
 
 

の
で
仙
人
の
王
子
喬
を
祖
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
靴
伝
で
あ
る
と
い
う
。
 
 
 

重
民
ほ
大
原
、
郡
部
、
北
海
、
陳
留
、
東
海
、
高
平
、
京
兆
、
天
水
、
東
平
、
新
薬
、
新
野
、
山
陽
、
中
山
、
章
武
、
東
栄
、
河
東
、
 
 

金
城
、
広
漠
、
長
沙
、
堂
邑
、
河
南
の
二
十
一
の
地
域
に
わ
た
る
が
（
『
広
駒
』
）
、
大
原
が
最
大
で
あ
り
、
親
晋
六
朝
時
代
に
は
す
で
に
 
 

謝
氏
と
併
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
大
原
の
王
氏
の
二
一
世
王
元
が
戦
乱
を
避
け
て
山
東
の
珊
郡
に
移
住
し
て
琳
邸
の
王
氏
の
祖
と
な
 
 

東
南
ア
ジ
ア
華
人
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統
芸
能
 
 

横城王氏大原堂   

り
、
三
三
世
王
導
が
晋
の
元
帝
を
補
佐
し
て
宰
相
と
な
り
金
陵
の
王
氏
の
祖
と
な
っ
 
 

た
。
四
十
一
世
王
褒
ほ
梁
の
元
帝
を
助
け
て
江
陵
に
西
弗
軍
を
迎
撃
し
た
が
、
元
帝
が
 
 

降
服
し
た
の
で
成
陽
に
逃
れ
、
威
陽
王
氏
の
祖
と
な
っ
た
。
四
十
五
世
王
嘩
は
唐
の
光
 
 

州
固
始
県
令
と
な
り
、
任
期
を
終
え
て
も
民
衆
の
懇
望
に
よ
り
定
住
し
、
固
姶
王
氏
の
 
 

祖
と
な
っ
た
。
四
十
九
世
王
潮
は
固
始
県
佐
で
あ
っ
た
が
、
黄
巣
の
乱
に
際
会
す
る
 
 

や
、
軍
を
率
い
て
奮
戦
し
痔
陽
、
韓
水
、
汀
州
、
障
州
、
泉
州
、
福
州
な
ど
転
戦
し
な
 
 

が
ら
八
開
を
制
圧
し
、
威
武
軍
節
度
使
、
検
校
尚
書
左
僕
射
に
任
命
さ
れ
た
。
潮
に
は
 
 

弟
が
あ
り
、
二
弟
審
却
ほ
泉
州
刺
史
、
三
弟
の
審
知
は
潮
の
副
使
と
な
り
、
潮
の
笈
 
 

後
、
後
継
者
と
な
っ
た
。
こ
の
三
兄
弟
を
開
聞
王
氏
の
開
祖
と
す
る
。
 
 
 

潮
の
子
延
望
は
汀
州
刺
史
、
延
鉦
は
津
州
刺
史
、
審
却
の
子
延
彬
は
泉
州
刺
史
、
延
 
 

実
は
障
州
刺
史
、
審
知
の
子
延
菓
は
建
州
刺
史
、
延
均
は
泉
州
刺
史
、
延
政
は
建
州
刺
 
 

史
と
な
っ
て
閑
地
域
に
勢
力
を
扶
植
し
た
が
、
南
唐
に
よ
っ
て
制
圧
さ
れ
た
。
三
世
、
 
 

九
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四
世
ま
で
は
官
途
に
つ
い
た
老
も
あ
る
が
、
そ
の
後
は
江
西
省
、
新
江
省
、
福
建
省
、
広
東
省
の
各
地
へ
分
散
移
住
を
し
た
。
 
 
 

潮
州
王
氏
の
始
祖
ほ
、
審
知
四
世
の
孫
王
乱
で
あ
る
。
泉
州
か
ら
潮
州
に
居
を
移
し
、
子
孫
に
青
田
、
津
浦
、
黄
岡
、
普
寧
、
掲
陽
に
 
 

移
住
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
 
 
 

東
莞
の
王
氏
は
審
知
十
五
世
の
孫
に
当
る
王
泰
（
原
名
傑
）
で
あ
る
。
青
田
系
の
王
氏
で
、
宋
の
宣
和
年
間
に
進
士
に
合
格
、
広
東
の
 
 

官
に
つ
き
そ
の
ま
ま
広
東
に
居
住
し
た
。
 
 
 

壕
崖
（
海
南
島
）
 
の
王
氏
は
大
原
の
王
氏
で
あ
る
。
開
祖
王
悦
は
開
封
出
身
で
南
宋
の
進
士
、
龍
図
聞
直
学
士
に
至
っ
た
が
左
遷
さ
れ
 
 

て
青
田
の
県
令
、
つ
い
で
壕
州
府
同
知
護
理
太
守
と
な
り
、
金
軍
の
南
下
を
避
け
て
こ
こ
に
定
住
し
た
。
 
 
 

金
門
の
王
氏
 
二
十
村
余
に
分
郷
居
住
し
、
集
中
し
て
い
る
の
ほ
四
村
で
あ
る
。
山
后
（
郷
）
 
の
王
氏
は
審
知
八
世
の
孫
王
碓
が
宋
未
 
 

に
移
住
し
開
拓
し
た
。
桁
暦
（
郷
）
 
の
王
氏
は
審
知
七
世
の
孫
、
王
四
郎
の
支
派
の
王
族
三
が
、
洪
武
年
間
に
晋
江
か
ら
移
住
し
た
。
何
 
 

層
（
郷
）
 
の
王
氏
も
審
知
の
子
孫
で
、
明
の
中
葉
に
岡
安
県
か
ら
移
住
し
て
き
た
。
ま
た
金
門
城
の
王
氏
ほ
審
知
十
八
世
の
孫
が
、
明
の
 
 

洪
武
十
七
年
（
一
三
八
四
）
従
軍
し
て
渡
来
し
定
住
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
三
世
、
四
世
で
福
州
、
潮
州
へ
、
四
世
、
五
世
の
一
部
で
 
 

度
門
、
岡
安
へ
移
住
し
た
も
の
も
あ
る
。
 
 
 

ム
ロ
湾
王
氏
 
ム
ロ
湾
の
王
氏
は
約
七
〇
万
余
、
台
湾
で
第
六
番
目
に
多
い
姓
で
あ
る
。
そ
の
た
め
系
譜
を
辿
る
こ
と
が
困
難
で
、
籍
貫
に
 
 

よ
れ
ば
泉
州
府
、
晋
江
、
南
安
、
恵
安
、
安
漢
、
同
安
の
五
県
。
障
州
府
、
龍
渓
、
津
浦
、
南
靖
、
長
春
、
平
和
、
詔
安
、
海
澄
の
七
 
 

県
。
嘉
応
州
、
梅
県
、
興
寧
の
客
家
。
他
に
汀
州
、
福
州
、
永
春
、
龍
巌
、
興
化
、
恵
州
、
潮
州
の
七
州
府
に
及
び
、
入
植
時
期
の
わ
か
 
 

る
も
の
も
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
各
地
重
民
の
内
、
東
莞
の
王
氏
は
香
港
「
香
港
東
莞
王
氏
宗
親
会
」
 
「
香
港
東
莞
王
永
思
堂
宗
親
会
」
と
タ
イ
に
地
歩
を
築
 
 
 



い
て
い
る
（
バ
ン
コ
ク
に
王
晋
卿
の
設
立
し
た
「
広
重
別
蟹
」
の
学
校
、
病
院
等
の
福
利
事
業
は
有
名
で
あ
る
）
。
 
 
 

掠
崖
の
王
氏
は
開
聞
王
の
後
裔
で
ほ
な
い
が
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
移
住
し
た
も
の
が
多
い
。
 
 
 

金
門
の
王
氏
か
ら
分
れ
た
岡
安
の
苫
氏
は
、
清
末
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
移
住
し
た
も
の
が
多
い
。
 
 
 

以
上
の
ル
ー
ツ
を
辿
れ
る
王
氏
か
ら
み
る
と
、
ペ
ナ
ン
の
大
原
王
氏
「
開
聞
王
」
の
末
裔
の
系
譜
は
、
金
門
の
王
氏
の
支
派
か
と
思
わ
 
 

れ
る
が
判
然
と
し
な
い
。
一
九
八
〇
年
の
職
員
名
簿
に
よ
る
と
、
そ
の
籍
貫
は
名
誉
家
長
、
正
主
席
以
下
協
理
ま
で
三
十
四
人
の
中
、
福
 
 

建
省
は
岡
安
十
一
、
恵
安
十
一
、
南
安
三
、
晋
江
二
、
安
漢
一
、
福
清
一
。
広
東
省
ほ
普
寧
二
、
潮
安
一
、
文
昌
一
、
掲
陽
一
で
、
職
業
 
 

は
商
業
二
五
、
建
築
業
四
、
公
務
員
（
退
休
を
含
む
）
二
、
会
計
師
一
、
薬
剤
師
一
、
書
記
一
と
な
っ
て
お
り
、
岡
安
、
恵
安
出
身
者
が
 
 

多
い
こ
と
、
商
業
に
従
事
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
、
言
語
は
関
南
系
の
特
色
を
も
つ
。
 
 
 

活
動
は
、
他
の
宗
親
会
と
同
様
、
春
秋
の
二
祭
、
親
睦
の
宴
会
、
紛
争
の
解
決
、
災
害
の
救
済
、
慶
弔
の
援
助
、
各
地
の
王
氏
宗
親
会
 
 

と
の
連
繋
・
親
善
訪
問
な
ど
の
一
般
活
動
の
他
に
、
「
助
学
基
金
委
員
会
」
を
設
け
、
一
九
七
一
年
以
来
、
宗
親
の
子
弟
に
奨
学
金
を
授
 
 

与
し
、
卒
業
生
を
集
め
て
盛
大
な
祝
賀
会
を
行
っ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
別
に
福
利
事
業
の
た
め
に
、
一
九
二
八
年
に
設
立
し
た
「
横
城
王
氏
一
心
社
」
が
あ
り
、
地
方
の
平
穏
維
持
と
会
員
の
福
利
事
業
 
 

を
行
っ
て
い
る
。
調
査
時
点
（
一
九
八
二
）
で
は
「
王
氏
大
原
堂
」
の
正
家
長
で
あ
る
王
金
生
氏
が
主
席
と
な
り
、
非
会
員
の
「
養
生
送
 
 

死
」
に
も
協
力
し
て
い
る
と
い
う
。
非
会
員
の
定
義
を
聞
き
も
ら
し
た
が
、
入
会
し
て
い
な
い
王
氏
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
王
金
生
氏
 
 

の
原
籍
は
岡
安
で
、
審
知
公
十
一
世
の
孫
王
過
郎
の
末
裔
と
い
う
が
、
審
知
公
世
系
に
は
遁
郎
以
下
は
記
載
が
な
く
、
泉
州
か
ら
渡
来
し
 
 

た
と
い
う
。
御
本
人
は
ペ
ナ
ン
生
れ
、
ク
ア
ラ
・
ル
ソ
プ
ル
、
イ
ポ
ー
、
ク
チ
ソ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
に
支
店
を
も
ち
手
広
く
商
業
 
 

活
動
を
し
て
い
る
。
同
社
は
始
め
過
港
仔
直
街
（
六
候
路
ロ
）
に
会
所
を
置
き
、
戒
闘
に
至
ら
ぬ
ま
で
も
紛
争
が
多
い
の
で
、
治
安
維
持
 
 

東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
会
の
伝
統
芸
能
 
 
 



一
二
 
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
百
六
耕
 
 

に
重
点
を
お
い
て
活
動
し
、
五
候
路
（
㌃
b
O
h
M
a
c
a
u
u
m
）
、
木
頭
公
巷
五
催
路
、
七
候
路
（
㌃
b
O
h
C
e
c
i
】
）
「
泉
興
公
司
」
な
ど
転
々
と
 
 

し
た
が
、
紛
争
が
減
少
し
て
活
動
が
に
ぶ
っ
た
の
で
、
固
有
の
会
所
を
作
り
現
在
で
は
会
務
も
順
調
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
名
誉
主
 
 

席
に
は
、
独
立
後
第
一
回
民
選
で
横
城
州
主
席
部
長
と
な
り
、
そ
の
後
駐
イ
タ
リ
ア
大
使
と
な
り
、
丹
新
里
つ
a
n
s
r
i
）
の
栄
誉
に
輝
く
 
 

王
保
尼
氏
（
原
籍
恵
州
）
、
「
王
氏
大
原
堂
」
名
誉
家
長
王
振
喜
氏
（
原
籍
福
清
）
ら
が
就
任
し
、
実
働
部
隊
と
い
う
印
象
を
う
け
る
。
 
 

職
員
は
「
王
氏
大
原
堂
」
と
一
部
重
複
す
る
が
、
恵
安
出
身
者
が
主
力
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

白
 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
開
聞
王
氏
総
会
他
 
 

も
と
は
「
星
州
開
王
同
総
会
」
と
い
っ
た
が
、
一
八
七
二
年
に
同
安
出
身
の
豪
族
王
友
海
が
、
同
郷
の
商
人
王
求
和
、
王
宗
周
と
相
談
 
 

し
て
大
巴
窯
上
段
（
T
O
a
 
P
a
y
O
h
 
r
i
s
e
）
に
三
二
一
エ
ー
カ
ー
余
の
土
地
を
購
入
、
「
福
建
王
氏
慈
善
開
聞
公
司
」
の
所
有
と
し
、
福
建
の
 
 

王
氏
な
ら
ば
、
家
庭
の
建
築
、
耕
作
、
死
者
埋
葬
に
あ
て
て
よ
い
こ
と
と
し
、
「
姓
玉
山
」
と
名
づ
け
た
。
現
在
の
武
書
智
馬
律
四
英
里
 
 

（
B
u
k
i
t
 
T
i
m
a
h
 
R
d
．
料
m
．
p
・
）
の
謙
福
律
（
K
h
e
a
m
 
H
。
C
k
 
R
d
〕
の
華
人
墓
地
で
あ
る
。
一
八
七
五
年
に
両
堂
を
建
築
し
て
祖
宗
を
崇
 
 

拝
し
、
同
族
の
精
神
的
な
団
結
を
強
め
よ
う
と
し
、
王
友
海
は
福
州
へ
出
か
け
て
慶
城
寺
街
の
「
忠
東
重
岡
」
に
詰
り
（
一
九
八
六
年
に
 
 

福
州
へ
行
っ
た
時
に
参
観
を
希
望
し
た
が
開
扉
時
間
に
間
に
合
わ
ず
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
唐
、
宋
の
石
碑
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
）
、
 
 

祖
王
祖
婆
の
神
慮
と
開
聞
王
の
肖
像
画
を
持
ち
返
り
、
珍
味
街
（
C
h
i
ロ
C
h
e
w
 
S
t
・
）
に
「
聞
王
弼
」
を
設
け
た
。
二
階
に
は
黄
帝
、
大
原
 
 

王
氏
始
祖
の
晋
の
肖
像
画
、
一
階
に
ほ
持
ち
返
っ
た
神
慮
と
開
聞
始
祖
三
兄
弟
の
肖
像
画
を
飾
り
、
春
秋
二
祭
に
は
、
横
城
王
氏
大
原
堂
 
 

が
、
一
九
七
九
年
の
予
備
調
査
の
際
ほ
見
ら
れ
た
が
、
珍
味
街
ほ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
再
開
発
の
た
め
破
壊
さ
九
て
し
ま
っ
た
。
 
 
 

か
ら
贈
ら
れ
た
四
幅
の
「
開
聞
史
画
」
も
飾
っ
た
と
い
う
。
正
面
入
口
の
上
に
は
晩
清
の
状
元
王
仁
堪
の
筆
に
な
る
「
聞
王
岡
」
の
匠
額
 
 



「
閑
王
両
」
が
建
築
さ
れ
る
と
「
開
王
両
総
会
」
が
設
立
さ
れ
、
炉
主
制
が
採
用
さ
れ
た
。
主
七
る
活
動
は
、
や
は
り
春
秋
二
祭
、
 
 

親
睦
会
、
紛
争
解
決
、
災
害
救
援
、
慶
弔
援
助
で
あ
る
が
、
同
族
の
結
束
が
主
目
的
で
あ
る
。
日
本
軍
の
占
領
下
で
ほ
活
動
は
停
止
し
 
 

た
が
、
戦
争
末
期
に
華
人
社
団
の
復
活
の
機
運
を
う
け
、
「
閲
王
両
総
会
」
 
も
活
動
を
再
開
し
、
炉
主
制
を
改
め
て
委
員
制
と
し
民
主
 
 

化
に
努
め
た
。
会
の
名
称
も
神
廟
の
結
社
と
い
う
誤
解
を
招
く
の
で
、
政
府
登
録
名
称
S
i
n
g
a
p
O
r
e
 
H
O
k
k
i
e
n
 
O
n
g
 
C
－
a
n
s
m
e
n
 
G
e
ロ
e
r
a
】
 
 

A
s
s
O
C
i
a
t
i
O
n
に
あ
わ
せ
て
「
新
加
披
開
聞
王
氏
総
会
」
と
華
文
名
も
改
め
た
と
い
う
。
 
 
 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
王
氏
の
宗
親
会
が
他
に
二
箇
所
あ
る
。
 
 

新
加
墟
江
兜
王
氏
公
会
 
 
 

福
建
省
の
南
安
に
い
た
王
氏
が
、
明
の
嘉
靖
末
泉
州
が
し
ば
し
ば
盗
賊
に
襲
わ
れ
る
の
で
、
万
暦
元
年
（
一
七
五
三
）
に
一
族
を
ひ
き
 
 

つ
れ
て
福
清
県
の
朝
渓
江
皐
へ
移
住
し
た
。
移
住
先
の
江
兜
は
王
氏
一
姓
村
で
あ
っ
た
が
、
土
地
は
宿
せ
水
利
も
悪
か
っ
た
の
で
海
外
へ
 
 

出
る
暑
が
多
く
、
肉
体
労
働
者
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
へ
と
移
住
し
た
。
百
年
後
の
今
日
で
は
、
各
地
の
江
 
 

兜
王
氏
は
一
万
人
に
達
し
、
自
転
車
、
電
池
、
紡
績
な
ど
の
工
業
、
タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
会
社
な
ど
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
業
、
金
融
や
建
築
業
、
 
 

ゴ
ム
、
パ
ー
ム
・
オ
イ
ル
、
錫
、
米
等
の
一
次
産
業
な
ど
の
各
方
面
で
成
功
を
収
め
、
と
く
に
自
動
車
部
品
は
ソ
シ
ガ
ポ
ー
ル
で
最
初
に
 
 

手
が
け
た
と
い
う
。
福
清
へ
の
移
住
の
祖
王
誠
・
厳
清
公
か
ら
五
代
目
に
十
五
字
の
聯
を
作
り
、
子
供
に
命
名
し
た
。
 
 

希
孔
孟
学
常
志
聖
賢
麒
祖
栄
宗
明
世
徳
 
 

述
尭
舜
道
惟
存
孝
悌
振
声
紹
武
裕
孫
謀
 
 
 

右
の
聯
は
幼
児
の
「
学
名
」
、
左
の
聯
は
成
年
に
な
る
と
「
字
」
に
あ
て
て
き
た
が
、
現
在
の
人
は
一
人
二
名
称
の
習
慣
を
も
た
な
い
 
 

東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
会
の
伝
統
芸
能
 
 
 



一
四
 
 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
百
六
筋
 
 

の
で
、
左
右
い
ず
れ
で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
「
声
」
 
「
紹
」
の
世
代
に
な
っ
て
い
る
が
、
左
右
い
ず
れ
の
文
字
で
も
よ
 
 

い
の
で
世
代
が
す
ぐ
に
排
別
で
き
る
。
会
址
は
惹
蘭
勿
剰
（
l
－
n
B
e
s
a
r
）
、
義
盛
有
限
公
司
の
四
階
に
あ
る
。
 
 

新
加
披
卓
岐
王
氏
同
郷
会
 
 
 

卓
岐
郷
は
福
建
省
海
澄
県
に
属
し
、
北
は
海
を
隔
て
て
金
門
島
、
西
は
川
を
隔
て
て
度
門
、
南
ほ
大
武
山
で
六
〇
〇
戸
の
寒
村
で
あ
 
 

り
、
郷
里
で
生
計
を
た
て
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
靂
門
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
各
地
に
出
か
せ
ぎ
を
し
て
い
 
 

た
が
、
そ
の
ま
ま
現
地
に
定
着
す
る
も
の
も
あ
り
、
郷
親
組
織
を
も
た
ね
ば
対
抗
で
き
な
い
情
勢
で
あ
っ
た
の
で
「
岐
合
和
」
を
結
成
し
 
 

た
。
対
内
的
に
は
「
岐
見
を
化
し
て
合
和
」
、
対
外
的
に
は
「
合
力
移
山
倒
海
、
和
気
待
人
」
の
意
味
を
付
し
た
命
名
で
、
族
人
の
福
利
と
 
 

紛
争
解
決
を
目
的
と
し
た
。
当
初
は
丹
戎
罷
路
（
T
a
ロ
j
。
n
g
R
h
u
R
d
〕
の
加
冷
河
畔
（
G
e
y
訂
g
R
i
諾
r
）
に
お
り
、
加
冷
飛
行
場
が
建
設
 
 

さ
れ
る
と
小
披
仏
礼
沙
街
（
F
r
a
s
e
H
 
S
t
．
）
に
移
住
し
た
。
卓
岐
王
氏
は
移
住
後
一
〇
〇
年
以
上
に
な
る
と
い
う
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
 
 

一
、
0
0
0
人
余
り
で
小
勢
力
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
居
住
地
は
劣
悪
な
僕
件
の
処
で
あ
る
。
大
披
と
よ
ば
れ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
河
を
挟
 
 

ん
で
西
岸
の
一
等
地
に
は
進
出
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
マ
ラ
ヤ
聯
邦
が
独
立
し
た
時
に
、
す
べ
て
の
社
団
の
登
記
が
 
 

必
要
と
な
っ
た
の
で
「
卓
岐
王
氏
同
郷
会
」
と
改
名
し
、
四
七
年
二
月
十
五
日
正
式
に
仏
礼
沙
街
門
牌
七
〇
に
創
立
し
た
。
 
 
 

こ
の
経
過
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
初
期
の
同
郷
人
の
結
束
と
外
侮
を
防
ぐ
任
意
団
体
が
、
成
功
者
の
寄
金
に
よ
っ
て
実
力
を
蓄
え
、
 
 

や
が
て
す
べ
て
の
同
族
結
集
に
む
か
う
の
が
、
宗
親
会
成
立
の
経
過
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

卓
岐
王
氏
ほ
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
渡
海
の
途
中
で
嵐
に
遭
遇
し
、
「
五
顕
大
帝
」
を
載
せ
た
船
の
み
無
事
到
着
し
た
の
で
、
郷
親
の
 
 

信
仰
が
厚
く
、
現
在
で
も
農
暦
十
月
十
三
日
、
十
四
日
に
五
顕
大
帝
の
聖
誕
を
祝
い
酬
神
戯
を
奉
納
す
る
と
い
う
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
ほ
 
 

多
い
関
南
劇
団
（
歌
仔
戯
）
 
の
上
演
で
あ
ろ
う
。
 
 
 



輯
 
マ
ラ
ッ
カ
の
植
視
堂
王
氏
宗
南
 
 

開
問
王
氏
の
末
裔
に
よ
っ
て
光
緒
七
年
（
一
八
八
】
年
）
に
宗
岡
を
創
建
す
る
こ
と
が
撞
唱
さ
れ
、
三
宝
（
保
）
井
山
の
一
角
に
開
聞
 
 

王
陵
が
ま
ず
作
ら
れ
、
光
緒
二
二
年
（
一
八
九
六
）
マ
ラ
ッ
カ
の
南
馬
九
号
に
祖
両
が
寄
贈
さ
れ
、
「
植
根
堂
」
と
命
名
さ
れ
た
。
第
二
 
 

次
大
戦
で
一
族
か
ら
十
一
人
の
犠
牲
者
が
出
、
日
本
軍
の
敗
退
ま
で
活
動
を
停
止
し
た
が
戦
後
に
復
興
し
た
。
一
九
三
〇
年
代
ま
で
は
会
 
 

費
が
高
く
、
閉
鎖
主
義
で
あ
っ
た
た
め
族
人
の
結
集
が
妨
げ
ら
れ
た
が
、
財
政
基
礎
が
固
ま
り
章
程
を
作
っ
て
旗
門
に
開
放
し
た
の
で
、
 
 

よ
う
や
く
隆
盛
に
な
っ
た
。
 
 
 

両
壁
に
は
三
間
の
神
位
壇
が
あ
り
、
春
秋
年
節
に
祭
祀
が
行
わ
れ
、
族
長
以
下
の
団
結
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
籍
貫
は
福
建
省
の
南
東
 
 

部
、
安
渓
、
永
春
、
度
門
、
金
門
、
龍
渓
、
恵
安
、
同
安
、
広
東
省
の
壕
州
、
潮
安
で
、
関
南
系
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

困
 
ク
ア
ラ
・
ル
ソ
プ
ル
の
雪
蘭
我
王
氏
公
会
 
 
 

惹
蘭
恰
保
書
集
（
J
h
官
h
K
e
c
h
i
－
）
に
四
階
建
の
ビ
ル
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
「
雪
蘭
我
王
氏
公
会
」
で
あ
る
。
正
庶
に
祖
宗
の
神
位
 
 

が
あ
る
が
、
二
〇
余
り
で
少
な
い
。
一
九
六
三
年
春
、
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
に
王
氏
族
会
が
な
い
わ
け
に
は
い
か
ぬ
と
、
三
十
数
年
前
の
捷
 
 

案
が
む
し
返
さ
れ
、
十
月
十
二
日
発
起
人
大
会
が
開
か
れ
、
六
四
年
六
月
二
四
日
登
記
が
完
了
し
発
足
し
た
。
一
九
七
〇
年
に
会
所
が
落
 
 

成
し
、
建
物
が
賃
貸
さ
れ
る
こ
と
で
財
政
的
基
礎
が
で
き
た
と
い
う
。
 
 

会
務
活
動
ほ
他
と
変
ら
な
い
が
、
福
利
と
奨
学
貸
与
金
に
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
会
の
職
員
の
原
籍
は
福
建
南
東
部
が
多
い
 
 

が
、
「
新
加
披
開
聞
王
氏
総
会
」
名
誉
会
長
や
「
雪
蘭
我
環
海
同
郷
会
」
「
雪
蘭
我
壕
州
会
館
」
な
ど
の
役
員
を
兼
ね
る
人
が
多
い
の
で
、
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同
郷
会
の
活
動
が
優
先
し
た
た
め
に
、
設
立
後
、
日
の
浅
い
宗
親
会
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

甲
セ
レ
ン
バ
ン
の
森
葉
蘭
王
氏
公
会
 
 

一
九
七
一
年
に
発
起
さ
れ
て
七
三
年
に
登
記
が
完
了
し
、
七
七
年
に
会
所
が
創
建
さ
れ
た
新
し
い
公
会
で
あ
る
。
会
所
は
森
葉
蘭
芙
蓉
 
 

披
林
木
街
（
l
F
 
l
i
m
b
O
k
Y
 
S
e
r
e
m
b
a
ロ
）
に
あ
る
二
階
建
の
や
や
覚
束
な
い
感
じ
の
建
物
で
あ
る
が
、
内
装
も
含
め
て
十
二
万
リ
ン
ギ
ッ
 
 

ト
（
約
「
0
0
0
万
円
）
を
要
し
た
と
い
う
。
そ
の
時
の
会
員
数
が
八
〇
名
、
現
在
（
一
九
八
二
年
）
で
約
一
五
〇
名
。
落
成
の
日
に
 
 

は
紫
竹
観
音
亭
の
高
僧
を
招
き
、
関
帝
を
主
神
、
福
徳
正
神
を
安
置
し
て
開
所
式
を
行
っ
た
と
い
う
。
普
通
会
員
は
年
五
リ
ン
ギ
ッ
ト
を
 
 

納
め
る
こ
と
が
、
社
団
登
記
規
定
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
三
歳
に
達
す
る
と
入
会
資
格
が
で
き
る
の
ほ
他
の
社
団
と
異
な
る
と
 
 

い
う
。
人
数
が
少
い
の
で
、
家
族
単
位
で
ほ
な
く
個
人
を
対
象
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
セ
レ
ン
バ
ン
は
一
周
一
時
間
も
あ
 
 

れ
ば
、
一
通
り
見
て
し
ま
う
程
度
の
町
な
の
で
苦
心
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 

拇
 
タ
イ
ピ
ン
の
北
霹
靂
王
氏
大
原
堂
 
 

タ
イ
ピ
ソ
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
唯
一
中
国
名
の
町
で
あ
る
。
広
東
鞘
と
福
建
和
が
錫
鉱
山
の
権
益
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
た
時
に
、
偶
 
 

然
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
両
帝
あ
げ
て
の
戒
闘
と
な
り
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
結
局
相
方
の
和
解
が
成
立
し
、
「
太
平
」
と
命
名
さ
れ
 
 

た
と
い
う
。
従
っ
て
歴
史
は
古
く
、
光
緒
二
七
年
（
一
九
〇
一
）
に
王
亜
梅
の
提
唱
で
六
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
入
手
し
、
一
九
一
〇
年
に
 
 

「
王
氏
大
原
堂
」
が
創
建
さ
れ
た
が
、
一
七
年
に
改
築
し
て
「
太
平
北
霹
靂
王
氏
大
原
堂
」
と
改
名
し
た
。
会
址
は
喰
夷
甘
光
（
H
a
j
i
 
 

K
a
m
p
O
n
g
－
T
a
i
p
i
邑
で
あ
り
、
一
七
年
～
二
〇
年
ま
で
ほ
農
暦
八
月
十
八
日
の
祖
王
聖
誕
に
大
親
睦
会
を
開
き
、
潮
劇
を
招
い
て
酬
神
 
 
 

一
六
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戯
を
し
て
い
た
。
二
〇
年
に
正
式
に
政
府
へ
登
記
申
請
を
行
い
、
章
程
を
定
め
理
事
会
を
お
い
た
。
族
人
の
福
利
に
主
眼
を
お
い
て
活
躍
 
 

し
て
い
る
。
職
員
の
原
籍
ほ
や
は
り
福
建
南
東
部
が
多
い
が
、
広
東
省
広
州
増
城
県
を
原
籍
と
す
る
人
が
い
る
。
そ
の
人
は
光
緒
十
五
年
 
 

（
一
八
八
九
）
 
の
恰
保
生
れ
な
の
で
、
両
帝
の
戒
闘
に
父
あ
る
い
は
祖
父
は
遭
遇
し
て
い
る
が
、
タ
イ
ピ
ソ
で
旧
怨
を
捨
て
た
と
い
う
こ
 
 

と
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

宗
伺
ほ
バ
ン
コ
ク
、
ペ
ナ
ン
、
タ
イ
ピ
ン
な
ど
は
独
立
し
た
宗
廟
建
築
で
あ
る
。
泰
国
王
氏
宗
親
総
会
の
大
宗
嗣
は
内
部
を
見
て
い
な
 
 

い
が
、
壮
大
な
も
の
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ー
ル
、
香
港
、
マ
ラ
ッ
カ
、
ク
ア
ラ
・
ル
ソ
プ
ル
、
セ
レ
ン
バ
ン
は
近
代
建
築
で
、
と
く
に
 
 

意
味
が
あ
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
棟
の
反
り
で
一
見
し
て
福
建
系
、
広
東
系
の
排
別
が
で
き
る
便
宜
が
な
い
。
 
 

芸
能
と
宗
岡
の
関
係
調
査
の
た
め
タ
イ
で
は
徐
氏
、
他
の
地
域
ほ
王
氏
の
宗
岡
を
対
象
に
し
た
が
、
世
代
の
若
返
り
と
と
も
に
芸
能
と
 
 

の
関
係
は
薄
れ
て
い
る
。
酬
神
戯
を
必
要
と
し
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
ペ
ナ
ン
の
郎
氏
、
、
マ
ラ
ッ
カ
の
青
雲
亭
は
親
密
の
大
き
い
戯
 
 

台
を
も
っ
て
い
る
が
、
慰
霊
の
た
め
の
演
劇
奉
納
も
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
宗
岡
建
設
が
比
校
的
日
が
浅
い
の
も
、
同
郷
会
 
 

館
が
先
行
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

附
録
と
し
て
第
八
十
三
冊
に
名
を
出
し
た
P
e
ロ
a
ロ
g
 
G
a
N
e
t
t
e
（
S
u
n
d
a
y
さ
h
A
u
g
亡
S
【
L
0
0
彗
）
 
の
全
文
を
収
録
し
た
。
記
載
は
二
ペ
ー
 
 

ジ
に
わ
た
る
の
で
、
図
1
、
図
2
（
④
～
 
）
で
記
事
の
位
置
を
示
し
た
。
ま
た
第
八
十
三
冊
の
一
五
ペ
ー
ジ
一
四
行
目
の
「
宝
福
祉
ほ
 
 
 

六
 
補
 
 



前
者
の
司
令
部
」
は
「
後
者
」
の
誤
り
な
の
で
訂
正
す
る
。
な
お
一
六
ペ
ー
ジ
の
図
は
正
確
で
な
い
と
田
仲
一
成
教
授
か
ら
括
摘
が
あ
っ
 
 

た
の
で
、
改
め
て
収
載
し
た
。
 
 
 

本
報
告
ほ
文
部
省
科
学
研
究
費
海
外
学
術
調
査
の
一
九
七
九
年
の
予
備
調
査
、
八
〇
年
の
香
港
調
査
、
八
二
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
 
 

レ
ー
シ
ア
、
八
四
年
の
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
本
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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④ SECRETSOCIETY  ⑥IDENTIFICATION  
WARFARE  PARADE  

⑧ SCENE OFFIGHTING   ⑪ RewardsFor Heads！！  

⑥ PERPLEXEDLIEUTENANT ① 兵士の写真（小銃を持ってい  
GOVERNOR  る）（略）  

⑳ DIFFICULTIES  ③ SafeHiding Place  

⑥ RELATIVE STRENGTH  ⑧ RECEITFOR ENTRANCE  
㊦ MAP OF THE FOREIGN  FEEの図  

QUARTERSIN  ① Footnotes onthe Peceipt  

GEORGE－TOWN，PENANG，⑭INTERESTING OATH  

SHOWING THE AREAS  CEREMONY GIVEN BY  

WHERE FIGHTING IS WITNESSES  

TAKING PLACE  （GHEE HIN）  

㊧ ROBBERY  



④ SECRET SOCIETY WARFARE  

⑧ SCENE OF FIGHTING  

Penang，August3rd－86clockthismorningmarkedthe outbreak  

ofheavyfightingbetweentwo rivalsecretsocieties－theToh・Peh－Kong  

and＼RedFlagSocieties，andtheGheeHin andWhiteFlagSocieties・  

Reinforcements from their supporters came steadily from Province 

Wellesley andPuketinSouthThailand．TheGheeHins have their  

strongh01d at ChuliaStreet，Whilethe Toh－Peh－Kongs come mainly  

from BeachStreet．BarelylOOyards separatethetwo rivalsocieties，  

Main centres offightingin Georgetowninclude Beach Street－Chulia  

Street junction，Ujong Pasir，Prangin Road，Acheen Street and  

ArmenianStreet，WheretheToh－Peh－Kongs，Ghee Hins，Red Flags  

and White Flags havetheir headquarters．   

The riot was a horrible scene of slaughter and violence．Every  

conceivablekind ofweapon，from sticks and stones，tO muSkets and  

cannon，Were uSed．Bullets，CannOnballs，Petards whizzedaboutinall  

directions，killing scores of secret society members．These members  

aretoughpeople，fierceshrieksforbloodandvengeancepouredfrom  

theirlips．Sweatgleamed ontheir faces caked with dust，and on  

their brown bodies as they faced their antagonists．Theirvoicesrose  

abovethethundering ofguns，blazing muskets，andboomingcannon．  

Somemen，braverthan others attemptedto charge the rivalcamp，  

onlyto drop ontotheroad，aSbullets struckthem．  

⑥ PERPLEXED LIEUTENANT GOVERNOR  

Thefighting continuedfor the next few hours，disrupting the  

peaceofPenang．Meanwhile，the Lieutenant Governor of Penang，  

Achibald E．H．Anson，OnreCeiving news of the street－fighting，im・  

mediately erectedbarricadesofcarts，timberandanyaVailablematerial，  

at strategic points，tO preVent One Of the opposition parties from  

makingattacksuponthe otherin that area．These barricades are   
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beingdefended by sepoys and specialconstables．  

Colonel Anson who arrived to take over the Penang Goverment 

asLieutenant－GovernoronlyinJunethisyear，a few weeks before  

theriot．Hehascontestedhisperplexityoverthepresentcrisisfacing  

him andthemazeofMalay，Chineseand Hindu names which were  

brought to his attention．  

⑳ DIFFICULTIES  

Rumoursthat the Chinese havethreatenedtoblowup the civi1  

POWder magazineandarepropoundingtoattaekEOmePublicbuildingE，  

have reached the Lieutenant－Governor．＞ More armed volunteers and  

POlicewillbe needed to defend these places．Asitis，thepoliceand  

militaryforcesin Penang areinadequate，COnSisting of only500rifle－  

men and40gunners；afterthedeploymentOf some to theNicobar  

Islands，Only170are nowleft，Theinsufficient troops todealwith  

the riot，have added to the Lieutenaut－GovernoI，s difficulties．Thus，  

he has been compelled to withdraw all of the police and military 

garrisonsfromtheoutlying countryareas，andto concentrate allof  

his smallbattalion，including everyablebodiedEuropeanandEurasian  

residentsin the region around thelower part of Beach Street and  

the streetsleadingtoit．  

⑥ RELATIVE STRENGTH  

TheRed Flag Society ofMalays，allyingwith theToh－Peh－Kong  

Society，maketheirtotalstrength7，500．TheGheeHin Societyand  

their supporters，theWhiteFlagSociety，COnSistingmainlyofMalays  

tota128，000．Clearly，theforce of Lieutenant－Governor Anson can  

never contro135，000riotous men．  

TheToh・Peh・Kong and Red Flag Faction consisting of7，500  

members，is comparatively smallbut they havetheadvantageofmore  

firearms and suehlike equipment，these being supplied by fireaIm  

dealers ofPenang，Who are，mOSt Ofthem，Toh－Peh・Kongmembers．   

The clash today willapparently be the signalforinevitable  
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Violenceand fighting to break outinJelutong，Tanjong Tokong，  

BalikPulau，SungeiNibong and Batu Lanchang，Since members of  

thecombating secret societieslivein opon hostilityin these small  

ruralvillages．The heavy fighting andinimicalbehaviour towards  

each society，Showthat the riot willnot stop for sometimetocome，  

unless Lieutenant－GovernorAnson receives reinforcements soon，Or  

unless heis ableto cometo terms with the societies and negotiate  

a PeaCe・   

（For an accourft Of the causes of the riot，See Editorial，Page．2）  

⑥IDENTIFICATION  
PARADE  

Toh－Peh－Kong Society－grOuP Of Chinese of the Hokkien and  

Hakkadialects．Smallcollection ofmembers，PrOminent and prospe・  

rous，mOnOPOlizing thefirearmstradeandopiumtrade．Headquarters  

Of the societyisin Canon Square．KhooThian Teikis the boss of  

the Toh－Peh－Kong．His residenceisin Beach Street．  

Ghee Hin Society－grOuP Of Chinese of the Cantonese dialect．  

Large society oftheworking class，WOrking as pirates，fishermenand  

labourers．Its headquartersis situatedin Church Street．The head－  

manis Lee Coyn．  

WhiteFlag Society－allied withtheGhee Hin Society．It consists  

OfMalay membersliving around the Hutton Lane area，Tanjong  

Tokong andMacalisterRoad．ItsleaderisTuan Chee．Its major  

POlicyis for a member to help his neighboursin time of his neigh－  

bour’s deathif thedeceasedis a poor man and defray his funeral  

expenses．Should a member not attend，he would be mulctedin  

twice the amount of the share of the expenses．There nameis  

derivedfrom thewhitebannerthey carry．   

RdFlag Society－anOthergroup ofMalaysteamingwiththeToh－  
Peh－Kongs．Theleaderis CheLong andtheareainhabited by the   
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RedFlag membersis Acheen Street．  

⑧ Rewards For Heads！！  

When aToh－Peh－Kong，s headis taken，the executioner receives  

twelve dollars to twenty dollars head money．On the otherhand，nO  

rewardis deredin theToh－Peh－Kong Societyforbringinganyhead  

of a Ghee Hin．  

③ Safe rIiding Place  

Leonard F．Fledges，Sub－inspector ofpolice，demanded to check  

the Toh－Peh・Kong Kongsibooks from the secretary，Peng Kwa．  

Fledges was surprised to see him suspiciouslydrawingwater cautio－  

uslyfromawell．Heimmediatelyinvestigated and found two old  

casks and a number ofbooks secretly buried nearthewell．  

㊤ Footnotes on the Receipt  

Thisis a sample of a receiptissued to membersoftheGheeHin  

Society，Penang．Notethetriangleinthelowersectionofthereceipt．  

Thisis a symboloftheTriad Society，the parent body from which  

the Ghee Hin and the HaiSan Societies originated．  

⑭INTERESTING OATH CEREMONY  
GIVEN BY WITNESSES  

（GHEE HIN）  

When a new memberjoinstheGheeHin Society he has to go  

throughatraditionaloathtaking ceremony before being considered  

One Ofits members．Entrancefees of＄1．60and＄3．60are paid by  

a Kling（Indian）member and a Chinese member respectively．  

The new memberhasto betakenintotheSocietyLodge，PaSSing  

throughfouidoors successively；Ceftain questionswillbe asked and  

answered at eachdoorwheretwo guards are stationed．Atthefour  

doors the newcomer willbe asked：－   

Q．Wheredo you comefrom？  
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A．From the East．   

Q．Forwhat do you comehere？   

A．Icome here to meet our brethren．   

Q．Ifthebrethren eat rice，miⅩedwith sand，Willyoualso eatit？   

A．Yes，Iwi11．  

The door・keeperswillthen show a broad bladed sword and ask：－   

Q．Do you knowwhatthisis？   

A．A knife．   

Q．What canit do？   

A．Withit we can fight our enemies or rivals．   

Q．Isthis knife strongerthanyour neck？   

A．My neckis stronger．  

The newcomer willbe told what answers to make．Afterthishe  

willbe a1lowed to enter．TheSecretarywillthen stand on a table  

WithaI竺anStandingonthegroundinfrontofhimbesideatubof  
Water．Thenewly enrolled member hasto prick histhird finger of  

theleft hand with a needle and the blood that tricklesis allowed to  

dropintothetub ofwater．Afterthis theNew memberis made to  

PaSS under another and higher table，behind the one on which the  

Secretary stands，and uponwhichthereis a joss stick；here a man  

willgivetheNew memberthree cents．  

On receivingthethree cents，hewillbe told to go to a small  

charcoalfire attheback and step overit，theleftfootfirst．Nearby  

there arethree square blocks of granite on which he willbe made  

to step withtheleft and rightfoot alternately．Alter passing these  

blocks，hewillcometo a manwho keeps akindofshop．Thethree  

CentS haveto begiven to himin return for cigarettes，Sirehleaves  

and sweetmeats．   

Then hewi11beledinfront ofthetablewiththejoss stick on  

it．Then hewillgo to aback room，return tO the table where the  

Secretaryis standing dressedlike a Chinesepriest，and kneeldown．  

The Secretarythen readsfroln numerOuSfolds of red paperfor two  

hours．Alterthe reading afowl’s headis cut off and the Secretary   
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burnsthepapers he has read．When thefowl，s headis cutt offthe  

memberis told he must comeimmediately when called bytheSecre・  

tary，When heis asked to subscribe money he must do so．Hemust  

attend any marriage orfuneralif called upon to do so．At anytime  

his assistance is required he must go at once and when called upon 

to fight he must respondimmediately．If he disobeys・the above  

Rules hewi11meet thefate ofthedecapitatedfowl．  

Two monthslater he willreceive a recelPt for his entrance fee and  

a〃Poonchee”rTicket ofMembership．  

←（Sample of aticket of membership shown by arrow）  

⑭ ROBBERY  
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There was a robbery at Lorong 

Tahir todsy．Severalmembers ofthe  

Ghee Hin Secret Society were robbed  

and badly beaten．Sticks and stones  

were used and the Ghee Hins were  

seriouslylnJured．Masses of people  

came from the country provinces to 

help．The Ghee Hins wereimme・  

diately taken to hospital．  
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Malaya（including Penang）  

（∋ Plan of Ghee Hin  

（卦 SECRET SOCIETY  

HEADQUARTERS（図）  
⑥ STOP－PRESS！  

① EXECUTION？  
⑭ Boomin Coffins  

㊧ Fiery“Reception”  

For Khoo  

◎ PROCLAMATION（略）  

（語 TRANSLATION   

④ EDITORIAL  
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④ EDITORIAL  

⑧ OUTBREAK  

Yesterday，sriotat8a・m・inthe Armenian Street and Church  

Street areas certainlygives food forthought．Thisis not the first  

time suchincidents have occurredin Penang，一but yesterday’s riot  

was byfarthe most serious becauseitinvoIved the Malay Secret  

Societies－the Ghee Hin and MalayWhite Flag Societies against the  

Toh－Peh－Kong and MalayRed Flag Societies．  

⑥ ORIGIN  

All Chinese Secret Societies originated from the Triad Society 

（Heaven，Earth and Man）formedin the18th Century with the  

politicalpurpose of overthrowlngtheManchuRulers・In the19th  
Century Chinese emlgrantS tOOk with them their traditions and  

organizations oftheir societies whereverthey settledoverseas．Those  

inthe southern provinces，1ured bytheprospects oftin and rubber，  

emigrated to Malaya with the earlist headquartersin Penang or  

Singapore．The emigrants spoke different dialects so rivalgroups  

flourishedinto〃hoeysH or societies for mutualaid and protection：  

TheGhee Hin Society comprisesofCantoneseandtheToh－Peh－Kong  

consists of Hokkiens and Hakkas．  

The Red Flag and White Flag Societies were established as  

religious groups to assistits membersin funerals，marrlageS，etC．Of  

late years the religious matters have been neglected and they have  

teamed up withthe Chinese Secret Societies．  

⑳ ROOT CAUSES OF RIOT  

Throughtheseyears，SeCret SOCieties have thrived andit seems  

strangethat the Government has not realised the fullconsequences  

of such organizations．Thelax attitude ofthe Governmentis partly  

responsiblebecause no regulations have ever been passedproscribing  
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secret societies．Thefact seems to pointtowardstheinefficiency of  

theGovernment，itsignorance oftheChinese，theirlanguage，CuStOmS  

and organizations．The Governor Sir Harry Ord，andtheLietuenant  

Governor，ColonelAnsonwere only appointed onlst Apriland8th  

June of this year respectively．Thesemen，SO COmPletely new to the  

colony，Can nOt be expected to dealwithlocalconditions suitably．  

Thelack of an efficient police force，COnSistlng OfIndians，Sikhs  

and Malayswith only one ortwo Chinese，is another factor which  

pointsto theinefficiency ofthe Government．We should have more  

Chinese policemen so that wewillhavesomeknowledge ofwhatthe  

Chinese Sedret Societies areup to．That such apolice force should  

be expected to maintainlaw and orderin a country whose popu－  

1ationis mostly Chineseis clearly an obvious point．This 〃couldn，t  

carelessりattitude of the Government can onlylead to one result．  

Left to their own devices，theChineseSecret Societies havebuilt up  

their own system of mutualaid and protection with a strong hold  

OVer the Chinese population．They havedevelopedinto rivalgroups  

Ofextortionistsandhavebeco甲eaPublicmenacein open defiance  
Of Government authority．Indeed，the frequent out－breaks of gang  

Warfare，the strained relations of which can only be releasedthrough  

one outlet－riot，Show only too clearly thefailure of the Government  

in establishing a strong hand overits Chinese subjects．  

⑥IMMEDIATE CAUSES  

Yesterday，s riot can betraced to the strugglefor powerbetween  

theGheeHins andToh－Peh－Kongs．Theaim oftheToh－Peh－Kong  

headman，Khoo Thian Teik，is to gain ascendency over his rival，  

Lee Coyne，1eader of the Ghee Hins．  

The murder of aRedFlagdiamondmerchantaftertheMuharram  

（Muslimfestivalheld annually）this year，CauSed conflictbetweenthe  

two Malay societies，Which was taken up by their allied Chinese  

secret societiesleadingto assaults and quarrels．   

Inthebeginning ofJuly，aToh・Peh－Kong Chinese waslooking   
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intothecompound of a、RedFlagMalaythroughafence，When the  

inhabitant insulted him by throwing a rambutan skin at him and 

eal1ing him a・thief．He retreated and returned with his cronies and  

afight ensued untiltheChinesewere driven back to their Society  

Lodgew・heretheir sign－boardwas struck by a stone．TheToh－Peh－  

Kongs cameoutinforcewithfirearms butthepoliceintervenedand  

atemporarytrucewas called．  

Butthefinalspark camewhen Khoo Thian Teik accused the  

Ghee Hin，and WhiteFlag Malays of stealing some cloth belonging  

to someToh－Peh－Kongdyers．There seemsto beno basis oftruth  

in this chargeand the suspicionisthat the Toh－Peh・Kongs with to  

usethis as a 〃ca印S belli‖，Since they have been prepanng for a  

showdownwithits rival．Theassaultsin severalparts of the town  

have resultedin deaLth and bloodshed．  

㊦ DEMAND FORINQUIRY  

Nowthatthistragedy has happened，Wedemand that the Gov・  

ernment should set up an enquirywithoutdelay．Itisthedutyofthe  

Governmentto doal1inits powertosafeguardthelivesofitscitizens  

bytaking steps whichwillprevent a simi1ar outbreakinthefuture．  

⑥IS THIS A BOOK－WORM AT WORK？  

A hollowed out book becomes a high1y effective method of con－  

cealing apistol．TheToh－Peh－Kong Societyusesthis plan because  

abookisinconspicuous andportable．  

⑧ Kuan Kung，Chinese God of War Patron，Patron Diety of  

Chinese Secret Societiesin Malaya（including Penang）  

（He was afamous Chinese Generalwhoalwayswonhiswars・）  

① Plan of Ghee Hin  

③－2 SECRET SOCIETY HEADQUARTERS   
The Ghee Hin Headquartersin Church Streetis averyenclosed  
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building suchthat once an enemy entersit he can never come out  

alive．He willbe chased to a high－Walled courtyard where he will  

be beheaded and his body throwninto a well．Note：the only  

entranceintothe buildingis very narrow．  

⑧ STOP－PRESS！  

The report，made by Mr．Khoo Thian Teik，headman of the  

Toh－Peh・Kong Society，thatthe Ghee Hin Chinese stole some dyed  

clothbelongingto some members of his society as published previ－  

OuSly，is now revealed as a trumped・uP StOry．  

㊤ EXECUTION？  

Afew convicts were besieged by alarge group of Chinese near  

a saw－millinJelutong．The Chinese were Ghee Hins who mistook  

the convicts for members of the rivalgang，the Toh－Peh－Kong．  

Hearing their shouts for help，Charles Edward Anderson ran to  

their assistance and warned the Ghee Hins that these convicts were  

Government men，and that they had better allow them to pass  

unmolested．The Ghee Hins after much discussion obeyedtheorder．  

On reaching the saw－mi11，after a thorough search，the Ghee  

Hinsfoundfive corpses believed to bethe members of the rival  

Toh－Peh－Kongs．Three were headless and two severed heads were  

found，（one unrecognisable）alongside the bodies．  

㊥ Boomin Coffins  

Thereis now a big salein coffins！Alterthe warfare between  

the rivalsecret societies，theGheeHinandtheToh－Peh・Kong，reliable  

sources have revealed that many members havebeenfatallywounded．  

AChinese carpenter（Ghee Hin）forrnallyemployedin the Convict  
Establishmentled Charles Edward Anderson，OVerSeerintheConvict  

Establishment，tO the KongsiHousein Church Street．On thelower  

floor，CarPenterSWerebusilyconstructingmass－PrOducedcoffins．Many   
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OCCuPied coffinslinedthefront of Pitt StreetTemplethisevening．  

㊧ Fiery“Reception”  

For Khoo  

Wellknown Toh－Peh－Kongleader Khoo Thian Teik，On his  

returnfroma kongslmeeting was greeted with showers of ashes，  

the remains of his house．Itis estimated that about a few hundred  

dollarsworth ofproperty have beenlooted and destroyed．Several  

Malays weredetained bythe police．  

⑨ PROCLAMATION  

⑧ TRANSLATION  

At the time when theJews weretryingtomakepeopledisbelieve  

in Muhammad came theMessage of God：  

HThose，Who make others disloyalto Prophet Muhammad and  

makethem swearfalsely，Willget the wrath，nOtthelove ofGod on  

the Day ofJudgement andthey willsufferterribly〃．  

Ⅰ，Omarbin Bashirah Al，Khaldi，have received an order from  

the Governer of Penang forbidding allMuslims，Arabs，KelillgS，  

Bengalis and others to jointhe Chinese Secret Societiesbecauseitis  

evil．It causes troubleand murder and the countryisin disorder  

andthepeopleliveinfear．So thosewho arenot members of the  

Secret Societies are asked to swear to beloyalto the ruler of the  

country．They are not to disobey（the）1aw．Ifthey do so they are  

going againstGod and againsttheirking．They willsufferin the  

world as a result of God，s punishment．Thereforethey must swear  

with alltheir heart and soulnot to join any Chinese Secret Society  

and to beloyaland helpfulto the rulerwhenthereistrouble：  

Muslims whojoinanyChineseSecretSocietyaredisloyalMuslims  

and th占y are nolonger Muslims for severalreasons：  
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1．They arewillingtoleaveandforsaketheirparentsar）drelatives  

becausethey are soloyalandfaLithfultothe Secret Society．Thisis  

againsttheteachings ofIslamas mentionedinthe HolyKoran．   

2．Before being members，theyswearbydrinkingbloodandwine．  

Islam forbids this．   

3．Theyar占soloyaltotheSecretSQCietythattheyareprepared  

togive allthey have，includingtheirlives，for the sake of victory  

andglory．Thisis againsttheteachings ofIslam．  

An unfaithful Muslim who does not repent cannot be buried 

amongst Muslimswhen he dies and he cannot be bathed and putin  

the coffin asdoneto otherMuslimcorpses．Hisproperty can only  

be returnedto himwhen hebecomes afaithfulMuslimagain．When  

heisalive otherMuslimscannotgoto his feasts and marriages of  

his descendants and when he dies they cannot visit his house and  

CannOtvisit himoftenwhen heisill．He cannot join the mosque  

congregation unless he repents．  

東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
会
の
伝
統
芸
能
 
 

図1－F注  

1．Adminstration centre   

2．St．George’s church   

3．Ghee Hin headquarters   

4．Captain Kling mosque   

5．Toh Peh Kong headquarters   

6．Khoo Kongsi   

7．Acheen street mosque   

④ Beach St．  

⑧ Church St．  

⑥ China St．  

⑳ Ujiong Pasir  

⑤ Chulia St．  

㊦ Armenian St．  

⑥ Acheen St．  

⑪ Pitt St．  

① Prangin Rd．   
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図1－F  
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